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東京外かく環状道路（関越～東名）事業に関する意見書  

 

東 京 外 か く 環 状 道 路 の 大 深 度 地 下 ト ン ネ ル 工 事 に よ り 、 調 布 市 の 住 宅

地 で 道 路 の 陥 没 事 故 が 発 生 し て か ら 、 本 年 ２ 月 で ２ 年 ４ か 月 が 経 過 し た 。  

令 和 ４ 年 １ 月 30日 及 び ２ 月 １ 日 に 、 東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 な ど 事 業

者 ３ 者 は 、 再 発 防 止 対 策 を 示 し 工 事 再 開 に 向 け た 住 民 説 明 会 を 武 蔵 野 市

内 で 開 い た が 、 住 民 か ら は 振 動 や 騒 音 の 影 響 な ど へ の 不 安 の 声 が 相 次 い

だ 。 同 年 ２ 月 に は 、 東 京 地 方 裁 判 所 に よ り 、 工 事 差 止 め 仮 処 分 命 令 申 立

て に 対 す る 決 定 が な さ れ 、 東 名 側 本 線 ト ン ネ ル 工 事 が 差 止 め と な っ て い

る 。 同 年 ４ 月 に 、 大 泉 側 本 線 ト ン ネ ル （ 南 行 ） の シ ー ル ド マ シ ン が 破 損

事 故 を 起 こ し 、 工 事 が 停 止 し て い た が 、 補 修 が 済 ん だ と し て 、 同 年 11月

に事業用地内での工事を再開した。  

同 月 25日 に 武 蔵 野 市 内 で 行 わ れ た オ ー プ ン ハ ウ ス で 、 住 民 は 大 泉 側 本

線 ト ン ネ ル （ 北 行 ） の 事 業 用 地 外 の 推 進 に 向 け た 工 事 の 再 開 を 初 め て 知

る と こ ろ と な り 、 こ れ は 説 明 会 な ど が 開 か れ な い 中 で の 突 然 の こ と で あ

っ た 。 こ れ ま で も 再 三 に わ た り 、 市 民 の 安 全 ・ 安 心 に つ な が る 取 組 を 求

め て き た に も か か わ ら ず 、 住 民 の 不 安 が 解 消 さ れ な い 中 で の こ う し た 措

置は全く配慮に欠けたものであり、強く抗議する。  

外 環 の ２ に つ い て は 、 「 武 蔵 野 市 に お け る 地 上 部 街 路 に 関 す る 話 し 合

い の 会 」 の 「 中 間 ま と め 」 の 早 期 完 成 が 求 め ら れ て い る 。 取 り ま と め 後

の 進 め 方 に つ い て は 詳 細 が 示 さ れ て い な い 状 況 で あ る 。 ま た 、 自 動 車 交

通 量 に 対 す る 見 通 し に つ い て も 、 必 要 性 の 説 明 が 不 足 し て お り 、 社 会 状

況の変化を反映したものとは思えない状況である。  

沿 線 住 民 に と っ て は 、 国 及 び 都 の 施 策 に よ っ て 翻 弄 さ れ て き た 積 年 の

忍 耐 を 重 ね て 、 地 域 で 安 心 し て 暮 ら し 続 け る こ と が で き る か ど う か 見 通

しが立たない状況が続いている。  

以 上 の 経 緯 に 鑑 み 、 武 蔵 野 市 議 会 は 、 武 蔵 野 市 民 の 良 好 な 生 活 環 境 の

維 持 、 沿 線 住 民 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 及 び 情 報 提 供 の 観 点 か ら 、 下 記 の 事

項について国及び東京都に要望する。   

 

記  

 

１  工 事 再 開 の 説 明 が 不 十 分 で あ り 、 外 環 本 線 の 事 業 用 地 外 へ の 工 事 再

開 に 至 る 経 緯 及 び 工 事 の 影 響 等 に つ い て 、 住 民 に 対 し 改 め て 説 明 の 場

を設け丁寧な対応を行うこと。  



 

２  係 争 中 で あ る こ と に 鑑 み 、 沿 線 住 民 が 納 得 す る ま で 工 事 を 再 開 し な

いこと。  

３  工 事 等 に 起 因 す る 事 象 に つ い て 、 調 査 等 必 要 な 対 応 を 行 い 、 沿 線 住

民の不安解消を図ること。  

４  外 環 の ２ に つ い て は 、 構 成 員 の 声 を 十 分 に 反 映 し た 「 武 蔵 野 市 に お

け る 地 上 部 街 路 に 関 す る 話 し 合 い の 会 」 の 「 中 間 ま と め 」 を 早 急 に 完

成させること。  

５  引 き 続 き 、 沿 線 ７ 市 区 及 び 沿 線 住 民 に 対 し て 、 適 宜 適 切 な 情 報 提 供

を徹底し、情報共有を図ること。  

 

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。  

 

令和５年  月   日  

 

武蔵野市議会議長   土屋  美恵子  

 

内閣総理大臣  

国土交通大臣  

環境大臣  

東京都知事  

宛て  


